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研究成果の概要： 
放射性炭素年代測定法を用いて、国宝建造物 1 棟、重要文化財建造物８棟等、総計 16 棟の文

化財建造物の年代測定調査を実施した。建築部材の試料採取方法からデータ解析・建築年代判

定に至る技術的課題を解決し、放射性炭素年代測定法の建築物適用実用化に道を開いた。日本

最古の民家箱木家住宅が鎌倉末期～室町初期に建築されたことや、登録文化財瀬川家住宅が 18
世紀初頭の最古級京町屋であることを明らかにするなど、調査建物の建築年代について新発見

をした。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

２００７年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

２００８年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度    

  年度    

総 計 7,700,000 2,310,000 10,010,000 

 
 
研究分野：日本建築史 
科研費の分科・細目：文化財科学・文化財科学 
キーワード：年代測定、放射性炭素、AMS、文化財建造物、民家、中世、近世 
 
１．研究開始当初の背景 
文化財建造物の年代測定は、年輪年代測定が
法隆寺などの古代寺院で成果を出しつつあ
ったが、雑木を使った民家や地方寺院は年代
測定の対象外であった。一方、埋蔵文化財で
放射性炭素年代測定が行われ、弥生時代開始
年代などの新発見が報道され注目を集めた。
そこで、民家や地方寺院を対象にした放射性
炭素年代測定の応用研究を志した。 
 
２．研究の目的 
(!)放射性炭素年代測定法の文化財建造物へ
の適用可否を調べるために、社寺・住宅・城
郭・民家の各種文化財で、年代調査を行う。 

(2)文化財建造物年代調査特有の課題解決。 
①文化財建造物を破損せず、建築年代を特定
できる試料採取方法の開発研究を行う。 
②建築年代特定に最適な部材選択方法研究。 
(3)先史時代以前を主対象とする放射性炭素
年代測定法の中近世への応用研究のため、高
精度年代測定法の開発を行う。 
①AMS法 
②IntCal04を用いた暦年較正 
③ウィグルマッチング法 
 
３．研究の方法 
(!)社寺・住宅・城郭・民家の各種文化財から、
調査対象建物を選定 
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(2)所有者・管理者の調査許可を得る 
(3)文化財建造物保存技術協会などの協力を
得、あるいは独自に建築調査を行い、試料採
取調査を実施。 
(4)試料を洗浄し AMS法またはベータ線法で
放射性炭素濃度測定を行う。 
(5)得られた測定値をウィグルマッチ法など
で暦年較正し建築年代を特定する。 
(6)当該建築にかかる各種年代情報と比較対
照し、得られた年代の検証を行う。 
 
４．研究成果 
 (1) 以下の建築の建築年代等が判明。 
① 新発見：日本最古の民家の建築年代を特

定。重要文化財箱木家住宅が鎌倉最末期
～室町時代初頭の建築と判明。 

② 国宝大善寺本堂の柱1本は測定年が刻銘
の弘安九年(1286）と合致、もう 1 本は
11世紀の年代が測定され、古材使用と思
われた。 

③ 重文滝沢本陣横山家住宅（福島県）は文
禄創建の部材を用いて延宝に再建され
たことが判明。 

④ 重文旧高橋家住宅（埼玉県）は 18 世紀
初頭の建築と判明。 

⑤ 重文旧泉家住宅（大阪府）は 17 世紀後
期の建築と判明。 

⑥ 山梨県指定棲雲寺庫裏（山梨県）は文献
と異なり元禄～宝永の再建と判明。 

⑦ 茨城県指定大場家住宅（茨城県）は文献
通り寛文～延宝の建築と判明。 

⑧ 国指定史跡麦島城址（熊本県）より発掘
された平櫓建築部材は 1600 年代伐採で、
小西行長時代の部材と判明。 

⑨ 京都府登録文化財瀬川家は 18 世紀初頭
の建築で京都町家最古に属することが
判明。 

⑩ 重文吉村家住宅（大阪府）は、鎌倉時代
の前身建物の部材を用いて江戸時代初
期に再建されたことが一部判明。再建の
概要および客室部接続過程等不明箇所
多数は今後の課題。 

⑪ 重文三木家住宅（徳島県）は 17 世紀前
半に建築と判明。 

⑫ 長野県宝池口寺薬師堂は、年輪年代学と
共同調査の結果、鎌倉末～室町初期の建
築で、寛文年間に大改造されたことが判
明した。 

⑬ 旧土肥家住宅（茨城県・国営ひたち海浜
公園に移築）は 17 世紀後期の建築、旧
土肥家隠居屋は墨書通り宝永期の建築
と判明。 

 
(2)技術的な課題に以下の成果が得られた。 
試料採取に適した建物・部材の状況 
① 保存修理工事中の解体部材の年代調査 
② 保存材の年代調査 

③ 現状での年代調査（試料採取は床下など
での部材を損傷しない方法が望ましい） 

④ 保存処理以前の発掘部材年代調査 
 
良好な部材条件 
① 樹皮隣接層残存部材、辺材残存部材、年

輪幅の大きい部材 
② 非汚染材。これまで建築部材は発掘部材

と比較して汚染が少ないと考えられたが、
漆などの塗装、煤、修理工事を経た部材
の防腐防蟻等化学処理による汚染が明ら
かになった。 

③ 20mg～の試料採取が可能な部材。 
④ 総年輪数が多く、年輪界を目視確認可能

な部材。ウィグルマッチングによる年代
絞り込みが可能となる。 

⑤ 木口面あるいは柾目面が露出している部
材。板目面では年輪が確認できない。 

⑥ 5年輪採取が可能な部材。IntCal04は 5
年を 1単位とした暦年較正曲線であるた
め単年輪試料ではなく 5年輪試料が望ま
しい。 

⑦ ウィグルマッチング試料は最低 3点が必
要。 
 

試料採取方法 
① 年代測定試料は彫刻刀や鑿で採取可能。

樹種試料は鑿は不適、ピンセットが適す
る。アルミフォイル梱包の上ジッパー付
試料袋に保管。採取時の汚染に注意。 

② 測定部材は試料番号のほか、部材名、番
付、採取年輪層、部材形状測定、写真記
録、最外部の状態、総年輪数、樹種、試
料重量等のデータを記録。 

③ 試料採取時に建築調査を行い、選択部材
データを収集する。 

 
測定委託方法 
① 価格、納期、測定データ形式、誤差範囲、

予測される年代の暦年較正曲線のウィグ
ルを考慮して、測定業者を選定。 

② 採取試料から測定試料を選択し、超音波
洗浄機で洗浄、乾燥、計量、写真撮影、
梱包し、試料データと試料数を明記して
発送する。 

③ 特に汚染が懸念される試料は、国立歴史
民俗博物館年代測定研究室に洗浄を依頼。 

 
測定データ処理 
① 暦年較正。IntCal04を標準の暦年較正曲

線に用いるが、J-Calも部分的に利用。 
② ウィグルマッチングの解析は RHC（国立

歴史民俗博物館製解析ソフトウェア）を
使用。 

 
建築年代判定の条件。測定から推定される建
築年が以下の複数条件と合致した場合、信頼



 

 

性が高い。 
① 建築痕跡復原調査による推定年代と一致 
② 部材状態に見る建築年の伐採年との近

接 
③ 文献記録と合致 
④ 較正曲線との対応による高精度の絞込

み 
⑤ 年輪年代調査、発掘調査など他調査と合

致 
 
(3)研究成果のインパクト 
① 本研究が、日本最古の民家重文箱木家住

宅の年代を、予想されていたよりも古い
鎌倉時代末～室町時代初期の建築だと
明らかにし、マスコミやインターネット
にも取り上げられ、大きな反響を呼んだ。 

② 本研究によって、これまで測定不可能と
考えられてきた中世地方社寺や民家の
建築年代が判明するので、文化財修理担
当者、研究者、文化財所有者から、放射
性炭素年代測定について、年代調査の可
否、予想される成果、費用、期間等多く
の問い合わせを受けている。 

③ 文化財建造物を対象にした放射性炭素
年代測定は本研究代表者が日本で初め
て行ったもので、古建築愛好者、文化財
保存関係者、研究者等が本研究に強い関
心を寄せ、日本民俗建築学会、木の建築
フォラム古民家再生塾等の講演依頼多
数。 

④ 放射線化学や考古学分野から、放射性炭
素高精度年代測定の応用研究として、文
化財建造物を対象にした本研究に関心
を寄せ、第四紀学会や文化財科学会で講
演・発表。 

⑤ 文化財修理工事担当者や文化財所有者
から年代調査のサポートを求められて
いる。 

⑥ 関心の高まる一方で、放射性炭素年代測
定法についての理解不足から、学会など
で懐疑的な意見も出されるなど、建築
史・文化財分野でホットなトピックスと
なっている。 

 
(4)今後の展望 
高精度測定のための技術的課題 
① 木材の辺材と心材のテルペン分析研究 
② 樹種ごとの辺材幅調査研究 
③ 建築調査で同時期と判定された部材の

年代検証 
④ 古建築編年の実年代化、編年見直し 
⑤ 同一建物内の部材の年代差と再利用・転

用材使用、改造過程の対応研究 
⑥ 年輪年代法との共同調査 
 
放射性炭素年代測定を用いた建築史研究 
① 東アジア古建築の年代測定と東アジア建

築の編年研究 
② 中国木造建築に起源を持ちながらも日本

特有に発達した近世民家の成立過程解明
研究 
1. 中世住居址発掘部材の年代測定 
2. 日本各地の最古級民家の年代測定

による民家地方性成立時期の解明 
③ 木造在来建築構法の発達研究 

1. 指物・指付け技法を用いた部材の年
代測定 

2. 継手・仕口部材の年代測定 
3. 中世小屋組構法解明のための小屋

組部材の年代測定 
 
研究上重要な中近世民家遺構の年代調査 
① 重要文化財旧茂木家住宅（群馬県） 
② 重要文化財彦部家住宅（群馬県） 
③ 石橋家住宅（千葉県、解体保存部材） 
④ 重要文化財吉村家住宅（大阪府） 
⑤ 重要文化財古井家住宅（兵庫県） 
⑥ 重要文化財堀家住宅（奈良県） 
⑦ 重要文化財横大路家住宅（福岡県） 

 
古建築を対象とした放射性炭素年代測定法
についての情報公開と発信、普及教育・啓蒙
活動 
① 研究成果の出版 
② シンポジウム 
③ ホームページの開設 
④ 文化財建造物放射性炭素年代調査のサ

ポート 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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